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“真空”のJISでの定義：通常の大気圧より低い気体分子で満たされた空間の状態

真空の国際単位：ISO1000 (1981年)

 1 Pa = 1 N/m2 (1 N = 1 kg・m/s2)

真空とは、”真に空のこと”ではなく

1気圧 = 760 mmHg

1 mmHg = 1 Torr

 1気圧 = 質量 × 重力加速度

= 101325 N/m2

= 1.0133×105 Pa

 1 Torr = 133.3 Pa

 1気圧 = 10133 Pa = 760 Torr

 1 mmHg = 1 Torr = 1/760 気圧

トリチェリの真空：有限個のガ

ス分子を含んでいる

人類で初めて真空を作り、”真空の

マグデブルグの半球とゲーリッ

ク・ポンプ

ドイツ博物館, ミュンヘン（1654年） 1 mmHg  1 Torr  1/760 気圧 人類で初めて真空を作り、 真空の

実在”を示した（1643年）

イツ博物館, ン ン（ 年）

実用的な超高真空領域

~10-10 Torr (~10-8 Pa) 以下

⇧

表面物理計測

（スペースシャトル外の気圧よりも

1/1,000~1/10,000以下）

大気圧

地上からの高度と圧力の関係

◎ 超高真空をつくりだす要素技術

 真空材料： ガス放出の少ない材料と表面処理法

 真空排気： 真空度に依存して真空ポンプを選択

 真空計測： 真空度に依存して真空ゲージを切り替えて使用

 真空システム： 配管やバルブなどの効率的設計が必要

 真空ベーキング： 120℃以上に加熱して真空槽などに吸着した水を脱離
架台にとりつけた球形真空槽


